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このたびは本品をお買いあげいただを 
まことにあ0びとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただを、正 
しく使用してください。 

この「取扱説明書」は、保証書と共に 
大切に保管しておいてください。 

♦取扱説明書を紛失された場合は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 
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お使いになる一 

























ま全のために/ぶずお守りください_ 

•お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するたゆに、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 






么警告 (WARNING) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死こ、 
重傷を負ラ可能性、または火災の可能性び想おされる 
内容を示していまず。 


■ 



、、^ . この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害 

ま意 (CAUTION) を負う可能性や物的損害の発生び想定される内容を示 

しこいます。 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


Q ® ® ® 

この絵表示は、 r 禁止」されている内容でず。 

A A 

この絵表示は、「ミち意」していただく内容です。 

O © 

この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容です。 



説明文中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくたゆの内容び記載されています< 


八危険 （ DANGER) 


本カタりシ梗用禁止 I 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでくだ 
さい。 

み量の湿入でを、乂災の原因になります。 


^31 



告 （ WARNING) 


★換気必要 


換気せずに使用しつづけないで<ださい。 

酸素が不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発 
生して中毒になるおそれびあります。 

使用中はおず1時間に1〜2回 （ 1〜2分)操気して、新 
鮮な空気を補給してください。 

(窓の凍結、地下室など)操気び充分におこなえない場所 
では、使用しないでください。 



轉 


















告 （ WARNING) 


み スプレーち 厳禁！ 

スプレー宙やカセツトこんろ用ボンベなどを、こんろの上に近づ 
けたり、周囲に放置しないでください。 

熱で吿の圧力が上がり、爆発して危険です。 

み;力ーテ_ン^巧®物近接厳禁1 

力ーテンや燃えやずいをののそばなどでは使用しないでください。 
こんろの周囲に可燃物を置かないでください。 

こんろの熱気で着乂して、火災の原因になります。 

皮巧類の乾燥厳禁^ 

あ類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥ずるとこんろの熱気でゆれて落下して、火災の原因になりま 
ず。 

I ★寝るとき消乂 I 

寝るときやが出するときは、必ず火び消えていることを確認して 
ください。 

予想しない事故び発生ずるおそれびあります。 


I ★給油時消乂 I 

給油は、必ず消火し、ストーブの温度び充分に下びってか5おこ 
なつて < ださい。 

火災の原因になりまず。 





の 



画 


嗟空ださ厳禁 I 


なべ、やかんやフライパンなどは、空だをしないで<ださい。 

空ださすると内部に熱びこちって、火災や故障の原因になります t 


「★可燃性巧ス傅用厳禁 I 

こんろを使巧している部屋で、可燃性ガスび発生するちの(ガソ IJ 
ン、ベンジン、シンナー)や、スプレーを使用しないでください。 
火がや故障の原因になりまず。 

味調理申かさ離®い 

• 煮物等調理したまま、こんろから離れないでください。 

食材びがこげたり燃えたりして火災の原因になります。 

• 電話や来客などでこんろか5離れる場含は、いったん火を消し 
て < ださい。 











ミ全のために必ずお守り < ださい 



意 （ CAUTION) 


★居室内 痛油禁圧 

給油は、必ず火の気のな 
いところでおこなつて< 
ださい。 

火災のおそれびあります。 


0 


★変質な油禁咱 


変質な油（持ち越した打油など)、不純灯油（灯 
油た(列の油-水-ごみび混入した灯油など）を 
使巧しないでください。 

異常燃焼や故障（しんび下びらない、点乂でさ 
ない、乂び消えない）の原因になります。 


0 


燃焼中移動禁止] 

乂のついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれびあります。また、転倒すると乂災になるおそ 
れびあります。 


み移動•運搬ずるときのミ主意 I 

•こんろを移動する場合は、必ず消乂し、こんろの温度び充分 
下がってか6、傾けないよラに静かに移動してくださし、。 
•修理■引越しなどで、こんろを運搬される場合は、油タンク 
の灯油を必ず抜いてください。運搬の途中に灯油びこぼれて、 
周囲を巧すおそれびあります。 

I ★異常時使用禁止] 

におい、すすの発生、炎の色など異常燃焼を起こしたとさは、 
使用しないでくださし、。 

緊急の場合でをあわてずに、しんを下げて消火してください。 

L ★大なべ禁止 I 

大きななべ、鉄板、脂定が外の補助具)をのせないでください。 
内部に熱がこちったり、炎び横にのびた0して異常燃焼のおそ 
れびあります。 

不安定なやかん、なべ、フライパンなどは使用しないでください。 
転倒するおそれがあ0ます。 

1 ★高温部接触禁止 I 

燃焼中や消火直撥は、高温部、こんろの上圃に手などをふれな 
いよラを意して < ださい。 

やかん、なべ、フライパンなどの取っ手び加熱されていること 
びありますので、やけどにミ主意してください。 


み高温部に注意 


燃焼中や消火直後は、燃焼筒の上部か5高温の熱気び出ていま 
す。手や顔などを近づけないでください。 

やけどのおそれびあります。 



0 

禁止 
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I ★純正部品の使用 I 

しんなどの部品は、おずトヨト S 純正部 
品(指定された部品)を使用してください。 
純正部品を使用しないと、こんろの性能 
を損な5ばかりでな<、故障や予想しな 
い事故び発生するおそれびあります。 


〇 


[★分解修理•改是由禁止 


故障、破損したら、使用しない 
でください。 | Sl ^ 

こんろは、絶対に改造して使 S 
しないでください。 分解城止 

不完全な修理や改造は危険です。 


みお子様やを年寄りのこ:梗ちに達賣] 

おモ様やお年寄り、体の不自由な方びお使いになる場合は、こんろの取扱い、やけど、 
部屋の換気などについて、周ほの人び充分にま意してください。 


A 


r ★保管時に b ていただくこ 幻 

去属棄する屏 

• 長期間使用しないとさ又はな管するときは、 

こんろを廃棄処分するとき 

必ず灯油を抜いてください。 ■ ■ 

は、がず油タンク巧の' rr 油 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないで WW 

を振さ取ってください。 WV 

くださぃ。 指示 

に4ページ参照） 指示 

乂災のおそれびあります。 

阿油び入ったまま廃棄ずる 

•しんの手入れ(か6焼ク U —ニング)は、風 

とリサイクルの隙、思わめ 

びあたる場所ではおこなわないでください。 

事故び発生するおそれがあ 

乂災のおそれがありまず。 

0ます。 


み羣马ま星毒 I 

煮炊きをおこなう場合は、煮こぼれさせないよラ火力の調節をおこな 
ってください。煮こぼれ汁び、しんや感震部にかかりますと、乂び着 
をにくくなったり、しんび下び6なくなったり、異常燃焼や故障の原 
因になります。 

「★風みあたる場所で使項禁逗 

•屋外や部屋の出入口など、風のあたる場所では使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびあ D まず。 

•風があたらないように、つい立てを立てる攝合は、内部に熱びこも 
6ないよラに、つい立てをこんろか5約1日 cmlU 上離してください。 

苗^言 B に熱がこもる使いかを禁正 

上面板の上に、こんろより大をい鍋や鉄板を直接のせて、上面をふさ 
ぐよラな使いかたをしないで<ださい。 

内部に熱びこをり、異常燃焼を起こすおそれびあります。 


鑑 A 


M 



0 

使巧禁止 

0 


^ほこりの除去 


置台、製品内部のほこりをとをどを除去 
して < ださい。 

油タンクの下か6燃焼用空気を吸い込み 
ますので、紙、ビニールなどを入れない 
よ5に注意してください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼 
や乂災の原因になります。 


〇 


L 古巧震自動消火装置を作動確認 

使用開始時と、使用中は]箇月 
に1回心、および誤〇て煮こ MB 
ぼれをした場合は、巧震自動ミ肖 WW 

. I - ^ I I ^ > i • — . .... 


使用開始時と、使用中は1箇月 
に1回 J ； Lh 、 および誤って煮こ 
ぼれをした場合は、巧震自動消 
火装置を作動させて、確実に消 
火ずることを確かめて <ださい。 
確実に消火しないとをは使用し 
ないで、すぐに修理してください。 


意 （ CAUTION) 


4 









を全のために必ずお守りください 



意に AUTION) 


I ★巧の場所では使用しない 

火災や予想でをない事故や故障の原因にな0ます。 

水平でない場所、不安定な場戸の 

• 傾斜した場所や振動の激しいところでは使用し 
ないで < ださい。 

対震自動消火装置び誤作動ずることびあります。 
•しっかりしたじょうぶな場所で使用してください。 
•移動車両の中や、不安定な台の上などで使用し 
ないでください。転落したり、火災になるおそ 
れびあります。 


冊!累願戸 fi 外) 


0 

使用禁止 


ほこりや湿気のをい場所） 

粉類や繊維を取扱ラ場所や温室-養鶏場など、 

塵やほこりの多い場所では使用しないでください。 
燃焼用空気(酸素)を取入れる箇所び目づまり状 
態にな0、異常燃焼を起こし事故になるおそれ 
がおりまず。 

直射百宪をぁを若#お島肩を高い場所) ( 

I 異萬燃焼の原因にな0ます。 

温室•飼育室など人のいない場所） 

使用環境の変化で、そ測しない事故び発生する 
おそれびあ0ます。 


•風のあたる場所では使用しないでください。炎 
が出て危険でず。掃除機の排気にもま意してく 
ださい。 

•部屋の出入□など人の通る場所、人がぶつかつ 
たりつまず<場所で使用ずると、転倒して事故 
や火災び起さるおそれびあり危険でず。 

3き考な物をのせた棚などの下) 

• 落下物により火災び起さるおそれがあります。 

/可燃性ガスの発生ずる療扉7また I 麦^ 

、たまる場所 J 

• 爆発や乂災の原因になりまず。 

船を白で軍両、特辣な磊兩^； —) 

•船舶や車両に搭載したり、暖炉や押入れに入れ 
て使用した0、温室や業務用の使用など、特殊 
な場所での使用はおこなわないでください。 
火災の原因になります。 


I ★可燃物（木壁、含板、ふずまなど）との距離を離す 


ImL リ上 


こんろか6可燃物の距離はち図の指定公上の距離を 
保つよラにしてください。 

カーテンなどびこんろにふれないよラにして<ださ 
い。 

上方の棚などか5落下物びないよラにしてください< 



1 5cm じ(上 


〇 


15cml ツ上 



願い （ NCmCE) 


古な油の廃棄1 

• 打油の廃棄処分は、灯油をお買いホめになった販売店にご相談<ださい。 


使用ずる場所 


• このこんろは、ガスこんろ台などの安定した水平な台の上などに置いてください。 

人がぶつかったりしない場所に置いてください。 

• とくに、幼いお子様のいるご家庭では、湯わかしなどでやけどをしないようにを意してください。 









各部のなまえ 






























































使用前の準備 


こんろを取り出す 

1包装箱か5、個包材を取り除き、製品に傷 
をつけないよラに取り出して < ださい。 

f -お願い-^ 

個包材は可燃物でずか5、必ず取り除い 
てください。_ 

2 上面板を取りはずしてください。 


Q 上面板を本体の上に水平となるよう確実に 
取り付けてください。 


陽! 




燃焼筒をセットする 

1燃焼筒を、しん調節器の上に正しくセット 
して < ださい。 


置台に固定する 


置台と油タンクを固定してください。油タンク 
底面の脚を置台の止め板 （ 3箇所)に回して引つ 
かけ、固定して<ださい。 

/-お願い-^ 

必ず置台を取り付けて使用してください。 


油タンク 



止め板/ /担台 

-お願し、- 

製品の輸送中に生じた燃焼筒の変形、ねじの 
ゆるみや、はずれなどがないか調べて<ださ 
し、。 


2燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かし、燃焼 
筒が正しくセットされているか、しんをかん 
でいないかを確かめて < ださい。 


が焼茵つまみ 




• 誤ってガソ I 」ンなどの燃料を使用したことがわ 
かったとさはあわてずに、対震自動消乂装置の 
振り子(感震部)を押して消火してください。 
•変質灯油(持ち越した阿油など)、不純な油（好 
油 iu がの油•水-ごみび混入した灯油など）は、 
絶対に使用しないで < ださし、。 

異萬燃焼や故障の原因になります。 

• 市販されている助燃剤(添加剤)は使用しないで 
<ださい。 

異常燃焼を起こすおそれびあ D まず。 

(§)' な油の保管のしかた„ 


丹油はおず火気、 N / 

雨水、ご札高温 居 《誦 
および直射日光を P 
避けた場所に保管 feu 

してください。 I I II9 卜 

な油の容器は専用のをれいな容器を使用して< 
ださい。また灯油容器は必ず JIS 認定品で色つ 
をのな油専用容器を使用してください。 

灯油容器内の灯油びかないと温度変化により結 
露して水がたまることびあります。 

ドラム吿などで、長期間大量に保管しないでく 
ださい。 

お子様の手のとどかない所に保管して<ださい。 


__ 変質'な油とは 

古い灯油。（ひと夏持ち越したな油） 

長期間、曰光の当たる場所や、温度の 
高い場所に保管した灯油。 

容器のふたび開けてあった D 、 乳白色 
の容器でイ呆管した灯油は変質しやずい。 
変質のひどいおのは黄色味をおびた 
り、すっぱいにおいがします。 

変質を防ぐため灯油は翌シーズンに持 
ち越さないよラにして < ださし、。 


灯*油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を耽をかけます 
(火の気のない巧でおこなって < ださい） 


〇な油 


X ガソリン 





霖れたままです。 


良い保管 


すクこ乾いてしましほす< 


悪い保管 


直射日光、雨水び当た直射日光、雨水の当た 
らず、乂気のない;令暗 るべランタ‘など、室が 
所へ保管 の保管 




0 


不純な油とは 

口油政外の油（ガソリン、 
シンナー、天ぷ5油、機 
械油、重油など）がほん 


0 



/!\を険 


全夕’ソ|ふン使里禁止 I ^ 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に 於 
使用しないでください。 

少量の混入でも、乂災の原因になりまず。^ 


(§) 

ガソい禁止 


® 燃料はな油 ( J 旧1号打油)を必ず使用してください。 

® 変質な油、す純な油は、絶巧に使用しないでください。 





かしでち色びついていた6使用 
しない。 


変質な油や不純な油を使用 
ずると 

♦ 

万一変質な油や不純な油を 
使ったとさの処置のしかた 

•変質灯油や不純な油を使用しますと、し 
んに多量のタールびたま0、しんの先端 
び固くなったり、点乂しにくくなったり、 
しんび上下しにくくなったり、炎び大き 
くな5なくなったり、激しいにおいびし 
た0します。 

また、消火時にしんび下が5ず火び消え 
な< な0ます。 

•水の混入した丹油を使用しますと、しん 
び上下しにくくなったり、油タンクに灯 
油が残っていてをがびルさくなり、異常 
燃焼を起こして激しいにおいびしたり、 
乂び消えたりします。 

•ガソリン、シンナーなど、揮発性の高い 
ものび混入した灯油を使用しまずと、乂 
災の原因にな0まず。 

^_ J 

1油タンク巧の悪いな油を抜を取り、良 
質の灯油で内部を2〜3回洗浄してか 

5良質のの油に入れ替えてください。 
(悪い灯油び残っていると再発します。） 

2しんの手入れ (24 ページ参照)を見て、 
しんの先端の固くなっている部分を、 
ラジオペンチなどで軽くつぶしてか5、 
か6焼きク U —ニングをおこなってく 
ださい。 

(水び多量に混入した場合は、しんを取 

0替えてください。） 

Q しんの手入れをおこなってを効果のな 
いとをや、水が多量に混入している場 
合は、しんを取り替えて<ださい。 
しんの取替えは、販売店までお問い合 
わせ < ださい。 

! - お願い- N 


変質な油や不純订油び原因でアフターヴービスを依頼されたとをは、保証期間中でを有料修理とな 
0ます。 






•こんろを使用するとをは、ときどを油 量 計を見て、口油びあるかどラか確認し、油 量 計の針び 「0」 
を示す前に給油してください。 


給油のしかた 


給油は、必ず火の気のないところでおこなってください。 
火災のおそれがありまず。 

01 


禁止 


給油□ふたを開ける。 

給油口ふたを、左（〇)に回して取りがしてください。 


贷剛 


/ミ宙■が 

給油□ふた/ 


ミ由量計を見なが!5給油ずる。 

• 市販の給油ポンプの先端を止まるまで軽く差し化んで、油 
量計を見なび6給油して < ださい。（ホースびおけないよ 
ラに手で固定しなび5給油してください。） 

• 灯油は、油量計の「満」の位置まで給油してください。 

「危」の位置まで入れ過ざまずとあみれ出ることびあります 
ので充分に注意してください。床を巧した D 、 臭気や火災 
の原因にな0ます。 

• オート給油ポンプを固定する場合は、ホースを油タンクに 
クリップで固定でさないので、必ず、ホースび給油口から 
抜けないよラに手で固定しなび5使用してください。 

• オート給油ポンプの r 満量位置」の調節は、ポンプの取扱説 
明書に従っておこなってください。 



3給油口ふたをしっかりしめる。 

•給油口ふたを回して、ち（〇)に回してしっかりしめてく 
ださい。 

•灯油容器のみたち、しっかり締めておいてください。 

4こぼれたな油はよくふを取る。 

こぼれたな油は、必ずをれいにふを取ってください。危険で 
すし、燃焼中に臭気を発生する原因におなります。 


〔満量の位置） 


危険の 位園^^^ ^^^ ^ 

fSlIFl 


な質 


/油蛋計 
給油□ふた/ 


〇 


て ず 
し ま 
乂 。り 
消いな 
ずさに 
必だ因 
、く原 
はての 
油つ災 
給な乂 


告 

警 

A 





吏用前の準備 


点乂前の準備と確認 


点乂前の確認 j 


水平な場所で使用してください。 

• こんろは、必ず水平なま定した塌所で使用してください。 
こんろび、傾いていないか、不安定なが態になっていないか、 
必ず確かめてください。 

• こんろを傾いた状態で使用しますと、対震自動消火装置び誤作 
動することびあります。 

また、転倒しやずくなったり、異常燃焼や途中消义の原因にな 
0ます。 


巧震自動消乂装置のセット 


(再セツトする場合も同じ手順でず） 


しん調節つまみを「燃焼」のち向へ回ず。 

• しん調節つまみを、「燃焼」の方向（<〇)にゆっくり止まるまで 
回すと、対震自動消火装置び自動的にセットされます。 

•対震自動消火装置をセツトするときには、「カチカチ」と音びし 
て、少し重くなります。 



点乂前の確認 ] 


燃焼筒のセットを確認ずる。 

点乂操作をする前には、必ず、燃焼筒び正しくしん調節器にセ 
ットされているか、燃焼筒つまみを左右に2〜3回動かし、ス 
ムーズに動<ことを確かめて<ださい。 

f -お願い-^ 

燃焼简が、しん調節器に正しくセットされていなかつたり、し 
んの上にのっていると、ずすがでて異常燃焼を起こしを険でず。 


燃焼简つまみ 



こんろの上方や周囲や置台の上に布や紙、マッチなど可燃物び 
ないことを確認してください。 

可燃物びあると火災のおそれびありまず。 


A 


力ーテンや燃えやずいもののそばなどでは使用しないで<ださい。 
こんろの周囲に巧'燃物を置かないでください。 

こんろの熱気で着义して、乂がの原因になります。 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥ずるとこんろの熱気でゆれて落下して、义災の原因になりま 
ず。 


0 

_禁止 

0 






しん調節つまみを r 燃焼」の方向へ回ず。 

しん調節つまみを r 燃焼」の方向（〇)にゆっくり止まるまで 
回してください。 （ しんび上びります。） 



2マッチや市販の点乂用ライターで点乂ず 
る。 

•燃焼筒つまみを持ち上げ、マッチや市販の点火用ライター 
でしんに火を着けてください。 

•たばこ用のライターで点火しないで<ださい。 

•マッチで点火した場合は、マッチの I 燃えかずをしん付近や 
器具巧に落したり、置台の上に置かないでください。 

事故や乂災の原因になりまず。 

3燃焼筒のセットを確認ずる。 

火が着いたことを確認したら、燃焼筒つまみを左ちに2〜3 
回動かし、燃焼筒び正しくしん調節器にセットされているか、 
しんの上にのっていないかを必ず確かめてください。 

火がしんの全周に酒った!5、しん調節つまみをかしだけ（点 
火した火が消えない程度に）消火の方向に回してみて、引っ 
かかりがなくスムーズにしんび下げ5れることを確認してか 
5、をラー度しんを上げて使用してください。 



燃焼茵つまみ 



•初めてのお使いになるときは、点火媛、機器についているほこりや油び焼けるにおいびしますび、 
しばらくお使いいただければ、においはなくなります。 


-お願い- 

使ぃ始めや、しんの交換後、しんの手入れ(か5焼さクリー ニン グ)をしたときは、給油後約 IW 1 
liLh 待って、しんに巧分な灯油が吸い上げられてから点火してください。巧分に販い上ばられてい 
ない状態で点火しますとしんを傷めます。 


点义のしかた 


使いかた 


使いかた 







度いかた 


炎の調節のしかた 


•がの調節は、しん調節つまみを回して調節し、 
で使用して < ださい。 


炎の状態 


の頃を参考にして、必ず正常燃焼の状態 



すすや一酸化炭素び 
多く発生ずる 


正常燃焼 


拡が板か5炎び日〜 2 cni 
出る状態 


しんの下げすざ 

(拡炎板から炎び出ていない） 


においや一酸化炭素が 
をく発生する 


■炎の大ささは上記の図のように、正常燃焼のが態でご使用ください。 

•点乂 2〜3分後、炎び立上がってさたと定、燃焼筒つまみを左ちに軽 
く 2〜3回動かしますと、炎び早 < 安定します。 _ r ^ 

•拡が板か5黄火が大をく出る状態や、拡が板から炎び出ていない状態 ^ 

のとをは、しん調節つまみを回して炎の大ささを正常燃焼の状態に調 -づ 

節してください。 


燃焼商つまみ 


A 注意 



におい、ずずの発生、炎の状態など 
質常燃焼を起こしたときは、使用し 
ないでぐださい。 

緊急の場合でちあわてずに、しんを 
下げて消火してください。 


燃焼中は、時々炎を見て、正常燃焼 
していることを確かめてください。 
しんが上がりすざたり、燃焼筒がし 
ん調節器に正しくセットされていな 
かったり、燃焼筒がしんの上にのっ 
ていると、ずずが出て異常燃焼を起 
こし危険です。 


0 

使用禁止 



/しん調節つまみ 
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屋外や部屋の出入口など、風のあたる場所で 
は使巧しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれがありまず。 

風があた日ないように、つい立てを立てる場 
合は、內部に熱がこも5ないように、つい立 
てをこんろから約 15 cmL ソ上離してくださし、。 

上面板の上に、こんろより大きい師や鉄板を 
直接のせて、上面をふさぐような使いかたを 
しないで < ださい。 

巧部に熱がこちり、異常燃焼を起こずおそれ 
がありまず。 


A 注意 


大さななベ、鉄板、な言定切外の補助員)をのせないでください。 

巧部に熱がこもったり、炎が横にのびたりして異甫 I 燃焼のおそれが 
あります。 

不安定なやかん、なべ、フライパンなどは使巧しないでください。転 
倒するおそれがあ0ます。 

煮炊きをおこなラ場合は、煮こぼれさせないよラ乂力の調節をおこ 
なってください。煮こぼれ汁が、しんや感震部にかかりますと、火 
が着をにくくなったり、しんび下がらなくなったり、異常燃焼や故 
障の原因になります。 


0 

禁止 

全 


•なべや、やかんをのせたとさには、必ず义力の調節をしてください。 口 

なべ等をかけて1〜2分たった5、黄乂び出ないよラにしん調節つまみ ず - 

を r 消火 J の方向（〇)に回して、しんを下げて調節してください。 

最大乂力のままで、なべや、やかんをのせますと、炎の出る巧びなべ等 
の底で制限され、乂力び余って黄火やずずの出ることびあります。 

•はみだした炎により、なべなどの取っ手び過熱:され、やけどや取っ手の 
焼損の原因になります。 

• 時々がを見て、炎び出すぎないよラに調節してください。 

•煮こぼれをしないように注意してください。 

•火力をあまり弱くして、拡炎板か6がの先端び出ていない状態のとろ火で燃焼しまずと、こんろ内に 
熱がこもり、においがしたり、こんろのいたみを早めたりしまず。 

•なべの種類によっては、傾いたり、すべりやすいちのびあります。不安定な状態では使用しないでく 
ださい。中華なベなどの底の丸いなべは、必ずなベの取っ手を持ちなび6使用してください。 

•しんを上げて火力を強くずる場合には、がび一時的にのびて、なべややかんの底にずすびつくことび 
ありますので、ゆっくりとしんを上げて調節してください。 


なべ、やかんやフライパンなどは、空だきしないでください。 

空だをずると内部に熱びこもって、义災や故障の原因になりまず。 


0 

禁止 


使いかた 






吏いかた 


消乂のしかた 


A 寝るときやが出するとをは、がず火が消えていることを確認して 

胃胃 < ださい。 

ム ~^ = 予想しない事故が発生するおそれがあります。 


〇 


通常の消乂の場含 


しん調節つまみを r 消乂」のち向へ回ず。 

しん調節つまみを、「消乂 J の方向（〇)にゆつ<り止まるま 
で回し、消火してください。しん調節つまみを速く回ずと、 
においやすすが出やず< な0ます。 


2消乂を確認する。 


においをかな<ずるため、4分程燃焼(炎び一部残る）して 
消火します。 

火が消えたことを、必ず確認してください 



緊急の消火の場含 


m 巧震自動消乂装置の振り子を押し糊ず。 

巧震自動消火装置の振り子(感震部)を、押し倒してください。 
しん調節つまみの目印び r 賣上」にあり、火び消えたことを必 
ず確認してください。 

* このとき急速に消火させるたゆ、「ボッ」と言う消火音と共 
に炎が伸びたり、すずやにおいび発生することがありまず。 
•巧麗自動消火装置の振り子喊露部)を押し倒しても、しん 
が下がらず消乂でさない場合は、しん調節つまみを回して、 
しんを下ばてください。 

それでもしんが下がらない場合は、乂が消えるまで燃やし 
さって < ださい。 

•時間に余裕びない場をは、燃焼筒の上にコップー杯に OOm 6 
程度）の水をかけて消火してください。 

水をかけると水蒸気び出た0します。あわててヤケドをし 
ないよラに、手袋をはめるか、手にタオルを巻くなどして 
からおこなって<ださい。また、あとで油タンク内の水の 
入った灯油を旅さ、しん交換び必要です。 


/振りテ减巧部) \目が 


耀 M 、 



• しんを下げ日れない原因は、しんにタールびたまっていた 
り、水を含んでいることがありますので 、 i て而贡丰 入-わ是 
を查] (24 ぺージ参照)をおこなラか、新しいしんに交換し 
て < ださい。 


5 



•対震自動消乂装置は、こんろ本化び地震(麗度約5 l ； Lh ) や強い振動、衝撃を夏けたとを、火災など 
のを険を防ぐために自動的に消乂させる费全装置でず。 

•地震によって作動した場合は、周囲の可燃物がたおれていないか、機器の損傷はないか、油がこぼ 
れていないかなど異常がないことを5奮認した後、再点火してください。 


•通常の使用時には、しん調節つまみで消义して<ださい。消乂の際に対震白動消火装置を作動させ 
ると、臭気び発生します。 

•煮こぼれをしないよラに注意してください。しんに煮こぼれ汁び付着ずると、しんが下がらなくな 
ったり、対震自動消火装置び作觀してち消火性能び善しく悪くなり、火災の原因になりまず。 
•こんろを持ち運んだり、ずらしたり、掃除ずるとをなどは、しん調節つまみで消火した後、対震自 
動消火装置の振り子(感震部)を巧し倒して作動させ、しんを完全に下げてからおこなってください。 
•こんろを長い間使用しないとさは、巧震自動消火装置の振りモ(感震部)を押し倒して作動させ、し 
んを完全に下げた状態にしておいてください。セットしたまま放置しますと、対震自動消乂装置の 
寿命に悪影響をあたえます。 


巧震自動消义装置 


消火機、約 3 分間は再点乂しないでください。燃焼筒び;令えないラちにしんを上げると、生ガスが発 
生し、激しい臭気びでたり、点乂しないことがあります。 


消乂後再点义するときのま意 


使いかた 





点検-手入れ 


点検•手入れのしかた 


点検-手入れをおこなうときは 


• こんろを消义し、本体温度が充分に下びってからおこなってください。 
•手をけがしないよラに、手袋をはめておこなってください。 

•巧震自動消义装置の取りはずし、分辭は絶対におこなわないでくださし、。 


使うたびに ] 


点検箇所 

点検内容 

こんろの 

周囲 

• こんろの周圃に可燃物や障害物びあり 
ませんか。 

[乂災の原因になります] 

油こぼれ 
油たまり 
油にじみ 

•油タンク、置台の表面に油びこぼれた 
りたまつたり、 にじんでいませんか。 
[火災の原因になります] 

油漏れ 

•油漏れはあ0ませんか。 

[火災の原因になりまず] 


y 箇月に1回 1 U 上 

点お菌巧 

点横内容 

油タンク 

•油タンクの中に、水やごみびたまって 
いませんか。 

[不完全燃焼したり、火び消えてしまいまず] 

ほこり 

•置台にほこりびたまっていませんか。 
油タンクの下の隙間に物び入り込んで 
いませんか。 

[異常燃焼や火災の原因になりまず] 

巧震自動 
消乂装置 

• しん調節つまみを回してしんを上げて 
けら、 置台をゆすって、対震宫動消火 
装置を作動させると、しんび下びり、 
しん調節つまみの目印び r 真上 J 位置に 
戻りますか。 

[確実に消乂することを確認] 


処置方法_ 

常に整理、掃除をし燃えやずいわのをこん 
ろの周團に置かないでください。 


こぼれたり、たまったり、にじんだ油はきれい 
にみさ取ってください。 


油び漏れている場をはずぐに使用をやが、 
お買いまめの販売店に修理依頼をしてくだ 
さし、。 


処置ち法_ 

給油口ふたをはずして、市販の給油ポンプ 
などで、油タンクの中の水やごみを吸い出 
して < ださい。 

(24 ぺージ I 保罰 参照） 

置台を取りはずし、たまったほこり、ごみ 
などを掃厳機で吸い取ったり、雑巾などで 
J をを取って < ださい。 


しんび下びらない、しん調節つまみの目印 
び r 賣上」にない場をは、[しん、都]の 
項の点検をしてください。 

販売店に修理依頼してください。 




2 箇月に 1 回む上 


点横箇所 

点検内容 

燃焼筒 

•燃焼筒のルさい巧に、燃元かすやすず 
び付着していませんか。 

[異常燃焼の原因になります] 

しん 

•しんの先端にタールび付着して、固く 
なつていませんか。 

• しんに煮こぼれ汁び付着していません 
か。 


一 処置ち法_ 

ブラシなどを使って、燃えかすやすすを取 
り除さ、されいに掃除して<ださい。 


•夕ールび付着している場をは、 24 ページ 
&んの軍みれをする j に従って、しんの手 
入れをおこなって < ださい。 

， -お願い- 、 

• しんの手入れは、風びあたる場所ではお 
こなわないで < ださい。 

• しんの手入れ中はにおいびしますので、 
部屋の換気をしてください。 

• しんの手入れをおこなってを効果のない 
塌合は、新ししんんに交換してください。 
(2日ぺージ L しんを受換を-巳わ可こ I 参照） 



しんにタールが付着していたり、煮こ 
ぼれ汁が付着していると、：欠のような 
不具合び発生します。 


•消火操作をしてち、しんび下びらな 
い。 

•しん上下の操作が重<、 スムーズに 
でをない。 

•火び着さにくし、。 

•燃焼筒び赤熱しなかったり、燃焼中 
ににおいびする。 


感震部【しごみや煮こぼれ)十の付着や鐘 • ごみやほこりは、やわらかい布できれいに 
はありませんか。 みをおってください。 

'対震自動消火装置び正しく作動ずる'! •謂び多量に発生している場含は、販売店に 
.ことを確認 J 修理依頼をしてください。 




定期点検のおすずめ （ 2シーズンに1回） 

長期間ご使用になりますと、機器の点横び必要でず。2年に1回程度、シーズン終了機などに、お 
買い上げ店、または、修理資格者[(財)日本石油燃焼機器保守協会 (TEL.03-3499-2928) でおこ 
なう技術管理講習尝修了者(石ミ由機器技術管理±)など]のいる店などに点検依頼されることをおす 
すめします。 
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しく、 


• この表];(外の不具合びあるときは、お買い求めの版売店にご相談ください。 


置台に、ごみ、ほこりがたまって 
し、る。 


〇正常なな油に交換ずる。 
U 新しいしんと交換ずる。 

置 台を掃除ずる。 


正常な'打油に交換する。 
新しいしんと交換ずる。 


しん調節器と燃焼筒との間に 
ずを間びある。 


なミ由び変質している。 

(巧れた油やポリ容器で1年間 
持ち越した油など） 


な袖が水やごみを含んでいる。 


燃焼筒の変形。 


点乂してか5必ず燃焼筒つま 
みををちに2〜3回動かず。 


燃焼筒の下部がラまく揃って 
いるかを確かめる。（揃いが 
悪い場合は版売店に連絡ず 
る。） 

しん調節器の上面に夕ールが 
ついていない、又は燃焼筒下 
部に不揃し、がなし、かを調べる。 



油タンクの水を巧を、まれい 
〇な灯油でずずぎ洗いずる。 
新しいしんと交換ずる。 

しんの手入れをずる。叉は新 
n しいしんと交換ずる。 

U 油タンク巧の I 灯油を正常なな 
油に交換ずる。 


しんに水を含んでいる。 

油タンクに水び入っている。 


新ししんんと交換ずる。 


しんを下げて、がを調節する。 


しんの出過ぎ。 


しんの出がかない。 


胃頼される前に- 


火の回りが遅い 


しん上下の操作が重い 


しんが下がらない 


ががかたよる 


がが大きくならない•消えてしまラ 


点火しない•し 


故障.異常箇所 


















部品交換のしかた 



上面お 


J IS 適合橫査合格品はこの 
マークび貼ってあ0ます。 
マークの色彩は、白地に赤 
インクで表示されていまず。 


トヨス!-ーブ純正適をしん 

トヨ耐熱しん第24種品コード11日14307 

しんの交換方法-注意内容は、耐熱しんに添付されて 
いる取扱説明書をお読みください。 


1 油タンクの給油 口 ふたをはずし、市販の給油ポンプ 
で油タンク内の打油を扳さ取ってください。油タン 
ク内の水やごみちをれいに抜さ取ってください。 

•残ったな油は、巧切れなどで吸い取ってください。 
•置 台の上のほこり、ごみを取り除いてください。 



しんの交換のしかた 


•ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を守り、やけど、けがなどしないようま意しておこな 
つてぐださい。 

① 手をやけどしないように、こんろは消乂し、温度び充分に下びるまで待ってください。 

② 手をけびしないように、手袋をはめてください。 

• 不完全な修理は危険です。お質い上げの販売店か、（お)曰本石油 燃焼 機器お巧協会でおこなラ巧術 
管理講習会修了者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおすずめしまず。 


しんなどの交換部品は、必ずトヨストーブ純正部品(指定部品)を 
使巧してください。 

純正部品を使用しないと、こんろの性能を損なラばかりでなく、 

故障や予想しない事故が発生ずるおそれがありまず。 J 言示 



A 注意 


•替え しん、 燃焼 筒などの交換部品がが要な場合は、お買いホめの販売店にご相談ください。 

•部品び販売店にない場合は、別紙の [お客摄"相" 誤 悪己 勇 J までお問い合わせください。 


お手入れ.保管 








-お願し、- 

しんホルダーを変形させないよラにしてくださ 


-お願い- 

しんホルダーを変形させないようにしてくださ 


お品交換のしかた 


5 しん調節器の止めねじ4本をはずして<だ 
さい。 


7 ちいしんを四つ折にするようにして、しんの 
3箇所のガイドピンをしん調節器か日はずし、 
しんを下へ弓 I き抜いてください。 


9 新しし''しんを輕く四つ抓こして、しんホルダ 
-の巧としん調節器のみぞの巧にしんのガイ 
ドピンを3箇所に差し込んでください。 


3 しん調節つまみを引を旅いてください。 


4 燃焼筒を取り出してください。 


3 しん調節器内側のみぞの巧と、しんホルダー 
の巧を合わせて < ださい。 





|m| 
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10 しんを、しん調節器の巧側に指で押しつけな 
がら、充分になつかせてください。 

充分になつかせないと、対震自動消火装置を 
作動させたとさに、しんび下びらないことび 
あります。 



11しん調節器パッキンが正しくセットされてい 
るか確認してくださし、。 

パッキンの表示(マエ)位置を合わせて取りつ 
けて < ださい。 



i 盈 -— 一 

_しん調節器パツキン 


12しんの下部を広げて、油タンクとしん調節器 
にしんをなつかせるために、しん調節器を前 
後左ちに動かしなびらはめ込んでくださし)。 

. お願し、 、 

しんの巧端は、確実に油タンクに入っており、 
しんのほつれや、糸が油タンク外に出ないよう 
にしてください。 


13しん案内筒としん調節器の隙間が全周揃っ 
ているところで、5項ではずしたしん調節 
器の止めねじ4本で均等に締曲てください。 
■-箇所のみを締め付けるのではなく、均等 
に徐々に締めてください。 

しん調節器の上面と、しん案内筒の上面(燃 
焼筒の棄る面）の高さび揃っていることを 
確かめてください。 



14しん調節つまみを取り付け、しん調節つま 
みをち（<〇)に止まるまで回して、しんを 
上げてください。 



15 対震自動消乂装置の振り子を押して対震自 
動消火装置を作動させ、しんがスムースに 
確実に下びることを2〜3回確認してくだ 
さい。 

f -お願い-^ 

しんび確実に下びらない場合10項からやり直 
して < ださい。 


しんの交換のしかた 


お手入れ•保管 









部品交換のしかた 


しんの交換のしかた 


16しんをいっぱし让げたとき、しんの高さは 
約8 mm です。しんの高さび均一に揃ってい 
ることを確かめてください。 

•裏表紙のゲージを使用して、しんの高さ 
を確認してください。 


1 7* しん上端の糸のほっれ等は、はさみで切り 
揃えて < ださい。 


18燃焼筒を、しん調節器の上に正しくのせて 
<ださい。 


1 Q 上面板を本体の上に水平となるよラ確実に 
取0付けて < ださい。 



20 新しい灯油を給油後1日分政上待って、しん 
に灯■油び充分に贩い上げられてから、点火 
して、各部びスムーズに動さ、正常に燃焼 
することを確認してください。 







燃焼筒の交換のしかた 


適合燃焼筒品コード:11042706 

燃焼筒の構成部品び、変形していたり、燃焼筒の下部びラまく揃っていない場含は、お買い求めの販 
売店、又は別紙の L お客様相談窓口一覧 _] までお問い合わせください。 
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• しんの手入れをしてを効果がない場合は、新しいしんに巧 
換してください。 

3置台を取りはずし掃除する。 

油タンクを矢印のち向に回して置台を取0はずし、置台の上 
にたまったほこりやミちれを取り除いてください。 


油タンク 


止め巧/ /面台 


4巧震自動消乂装置を作動させる。 

対震自動消乂装置を作動させ、しんを下げた状態にしてくだ 
さし、。 



油タンク内のな油を抜き取る。 

① 油タンクの給油□ふたをはずし、市販の給油ポンプの吸込 
側を油タンクに差し込んで、油タンク巧の巧油を旅を取っ 
てください。 

② 油タンクに水やごみび残ったまま保管すると、鐘や油漏れ 
の原因になりまず。 

きれいな'な油ですすぎ洗いをしてください。 


2しんの手入れをする。（から焼きクリーニング） 

•2 日ページの I しんの交換のしかた I の 1 〜 4項を参照して上 // 

面板と燃焼筒を取りはずし、しんの先端び固くなっている (({ 

時は、ラジオペンチなどで固い部分を軽くつぶしてからお 
こなってください。 

① 前項1の手順で油タンクの灯油を抜を取ってください。 A ^ 

② 燃焼筒をしん調節器の上に正しくのせ、上面板を元通りに i\A 

組み付けて < ださい。 

③ 通常の点火操作をして、正しく燃焼させてください。 、 

@火力がかさくなった5、自然に消火ずるまで燃やしをって 

<ださい。 

f -お願い- 

• しんの手入れは、風があたる場所ではおこなわないでください。 

• しんの手入れ中はにおいげしますので、剖 i 屋の換気をおこなってください。 




麵 


長期間使用しないとき又は保管ずるときは、おず灯油をおいてく 

AM 

傾けたり、麵しの状態では保管しないでくださし、。 

火災のおそれがあります。 } 言示 


保管(長期間使用しない場合) 


お手入れ•保管 




保管(長期間使用しない場含）-廃棄するとを- f ± 様 


5点検、掃除をずる。 

①17ページの I 点横-手入 れのしかた 1 の項目にしたびって、点検、手入れ、掃除をしてくださ 
い。 

霞こんろの各部励ま、よく掃除して、し'!たんでいるものは新ししホのに交撰してください。 

③こんろの巧れは、城れた巧でふいて落とし、乾いた布で水気を取り除いてください。 

6収納ずる。 

包装箱に入れ、湿気のかない場所に保管してください。 

「取扱説明書」と r 保記書」も忘れずに大切に保管してください。 

f -お願い-> 

高温を湿、直射日光の当たる場所には、保管しないでください。 

鐘が出たり、樹脂部品が変形ずる原因になりまず。 


な油は変質を防ぐため、翌シーズンに持ち越さない(使いきる）よラにしてください。 


廃棄ずるとき 


24ページ 1 保管(長期間使用しない場合)] の 1 〜 4 項を参照して、油タンク内のな油を抜を取ってから廃 
棄してください。 





























石油こんろの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後 6 年です。 
補修用性能部品とは、製品の機能を維持ずるために必要な部品でず。 


アフターサービスについてねか日ない場食は、お買い求めの販売店、または、もよりの「お客様相談 
窓口一覽 I (別紙参照)までお問い合わせください。 


補修用性能部品について 


修理•弓 I 越しなどで、こんろを運搬される場合は、油タンクのな 
油を必ず巧いてください。 

運搬の途中にな油がこぼれ、周囲をミちずおそれがありまず。 


〇 


A 注意 


•「故障•異常の見分け方と処置方法」 （19 ぺージ)に従って、お調べください。 

直らないとをは、ご使用を中止し、必ずお買上げの販売店にご連絡ください。 

• ご連總いただをたい内容は次の通りです。 

①品名…石油こんろ 
霞型式の呼び… K -3 E 
感お買上げ年月日 

(2) 故障の状況(できるだけ具体的に） 

® おなまえ，おところ，電話番号 

•修理に隙しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていた 
だをます。 

• 保証期間が過ぎていてを、修理すれば使用でをる場合には、ご淸望により有料で修理させていただ 
をます。 

•修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されていまず。 


•流付しております保証書は販売店で所定事項を記入しておミ度ししますので、お受けおりください。 

記載の容をご S 害認のラえ大切に保管してください。 

★保記期間は、お買い上げの曰より1年間です。 

( -お願い-> 

つぎのよラな原因による故障および事故につさましては、保話の対象とな0ませんのでごま意<だ 
さぃ。 

(1) 変質灯油や不純灯油など、またな油し U がの燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆをとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品政がのちのを使用したり、しんに夕ールび付着したり、水を贩ったための故障。 

(4) 消辞品（しん)の故障。 

(5) この取扱説明書や、注意書、ラベル類による指示、危険■警告-注意•お願い事頃がずられず、 
誤った使いちをされた場合の故障や事故。 

• その他詳細の保罰内容については、保証書の記載巧容をご覧ください。 


保証について 


アフターサービス 


お手入れ•保管 





K -3 E 取扱説明書 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


しんの再さ 
お認ゲージ 


I 

8mm I 


株式会社^ 3 ^吉 

名古屋市瑞穂区桃園町己番17号 
干4目 7-08 已已 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 


巧1 


巧式をな卜3卜5は快话巧巧の一巧としてこの巧巧説明■はちを巧を®用していまず。 


ちかかブだを《 too % R を公綠用 



しんの高さを計るとさは破線 
の部分で切〇取って < だごい。 








